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算数
　授業は、算数的な考えかたの育成や、算
数のよさにふれる体験の提供に重きを置いて
います。そこで、教具を使った作業を多く採り
入れ、五感を稼働させながら理屈の上でも
感覚的にも理解を深めていける授業を実践し
ています。そのせいでしょうか。授業中の子ど
もたちの目は輝き、新たな気づきや発見をす

習体験を起点にして、家庭学習への積極的取
り組みにつなげていけば、週 1回の授業が大
きな意味をもつことになるでしょう。

国語
　小学校低～中学年は、母国語の確かな遣
い手になるための土台を形成する時期です。
中学受験においても、国語力が全ての教科
の学習に多大な影響を及ぼします。
　ただし、読みの練習や漢字の学習は家庭
でもできることです。こうした学習は副教材の
守備範囲と定め、授業では文章を読むこと、
書くこと、話すことの楽しさを子どもたちに体
感させることに重きを置いて指導します。具
体物やカードを多用したメリハリのある授業
は、子どもたちにも大好評です。授業後の子
どもたちの笑顔を、保護者の方々にも是非ご
覧いただきたいですね（算数も同様です）。

▲自分で作って確かめるとよくわかります。▲自分で作って確かめるとよくわかります。

▼算数の文章題は、テープ図を使うと
   解き易いことを学びます。
▼算数の文章題は、テープ図を使うと
   解き易いことを学びます。

▼視覚的にとらえたものと言葉とを
    つなげています。
▼視覚的にとらえたものと言葉とを
    つなげています。

▲ばらばらになったカードを組み合わせて
    漢字をつくります。
▲ばらばらになったカードを組み合わせて
    漢字をつくります。

40分

40分

※土曜日が授業日の例。

《  授業＋ 家庭学習  》《  授業＋ 家庭学習  》

学習のしくみと流れ学習のしくみと流れ

・学習の習慣を身につける
・授業で学んだことを定着させる
・基礎学力を定着させる

・勉強の楽しさを味わう(意欲 )

・基本となる考え方を学ぶ

・積極的授業参加の姿勢を養う

週1回の「授業」と

週5回の「家庭学習」の

組み合わせで学力を

伸ばします。

ホームワークは、家庭

学習用に開発された

オリジナル教材です。

副教材では「音読」・

「計算」をスキルアッ

プします。

月曜日
ホームワークと
副教材の学習①

火曜日
ホームワークと
副教材の学習②

水曜日
ホームワークと
副教材の学習③

木曜日
ホームワークと
副教材の学習④

金曜日
ホームワークと
副教材の学習⑤

土曜日

授業授業

テスト

　１か月(４週間)の学習成果を試
すまとめのテスト。家庭で時間を
計り、取り組んでいただきます。答
案は、翌週の授業日にご提出いた
だきます(ホームワークコース生
は郵送)。担当者が採点をし、コメ
ントを添えて、後日返却(ホーム
ワークコース生は返送)します。

学習の成果と課題を明らかにするうえで、テストは不可欠なものです。ジュニアスクールでは、短・中期のスパンで二つのテストを実施しています。

１～３年生・月１回

１． ステップアップテスト１． ステップアップテスト
　ジュニアスクール３年部の通学生対
象の実力テストです。ステッアップテス
トよりも広範囲の単元から出題します
ので、どのくらいの実力が身について
いるかがわかります。このテストは校舎
で行い、資料を添えて後日お子さんに
返却します。ホームワークコース３年
生も、希望されれば最寄りの校舎で受
けることが可能です(無料)。

３年生・年  ５回

2． チャレンジテスト2． チャレンジテスト

やり終えた１週間分の

ホームワークを提出。

ナビゲーターの先生が

取り組み状況をチェッ

クして翌週の授業日に

返します。

▲先生のコメントカード▲先生のコメントカード
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